
綾部市のＥＳＣＯ事業化に向けた取組み
２０５０年ゼロカーボンシティを目指して

令和５年２月９日（木）

2022年度自治体向けESCO事業説明会（京滋）

京都府綾部市環境企画課 主事 坂根 健太
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綾部市の概要
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綾部市の①
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ゼロカーボンシティ宣言

• 令和３年９月６日 綾部市議会９月定例会の開会当初に山崎善也市長がゼロカーボンシ
ティを宣言。
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綾部市の二酸化炭素排出状況

• 綾部市における2019年度のCO2現況排出量は、265.6千t-CO2。
内訳：産業部門約5割、運輸部門約３割、家庭部門約１割、業務部門約１割

• 各部門とも排出量が減少してきており、2019年度は2013年度と比較して22.3％減少。
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２０５０年カーボンニュートラルに向けて

• ２０５０年カーボンニュートラルを実現するためには、BAU値から約２３８千ｔ－CO2の二酸化
炭素排出量を削減させ、森林吸収量と均衡させる必要。
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CO2削減のためには
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• 綾部市のゼロカーボンシティの実現のためには、まずは徹底的な省エネルギーの推進。その
上で、再生可能エネルギーの最大限導入。

• 地域脱炭素政策を通じた地方創生。
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カーボンニュートラルを契機とした地方創生

• 徹底的な省エネ、地域共生型の再エネ導入により、域外に流出していたエネルギー代金が
市内に還流し、所得循環構造がより太くなり、地域住民や地域企業の所得上昇へ。
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現状（2018年の所得循環構造） カーボンニュートラルを契機とした地方創生が
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再生可能エネルギーの導入状況

綾部市における再エネ発電電力量の推移
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• 綾部市では、太陽光発電を中心に再生可能エネルギーの導入が進んでおり、2021年度末
時点の導入量は4,612万kWh。
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住宅用太陽光発電システム補助状況

綾部市家庭向け自立型再生可能エネルギー導入費補助制度　交付実績（太陽光発電システム＋蓄電池同時導入への補助）

項目 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 計

交付件数 10 10 10 8 15 15 68

設置kW数（太陽光累計） 52.59 51.27 47.11 42.11 76.57 88.53 358.18

設置kWh数（蓄電池累計） 59.8 64.4 63.6 58.72 100.04 95.48 442.04

設置kW数（太陽光平均） 5.26 5.13 4.71 5.26 5.10 5.90 5.27

設置kWh数（蓄電池平均） 5.98 6.44 6.36 7.34 6.67 6.37 6.50

綾部市住宅用太陽光発電システム設置費補助制度　交付実績（太陽光システム導入への補助）

項目 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度

交付件数 60 106 104 101 43 33

設置kW数（累計） 249.92 448.56 496.22 501.66 247.28 156.87

設置kW数（平均） 4.17 4.23 4.77 4.97 5.75 4.75

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 計

23 30 21 19 28 568

117.38 151.42 106.21 97.27 172.68 2745.47

5.10 5.05 5.06 5.12 6.17 4.83

• 綾部市では２０１１年度から住宅用太陽光発電システム設置に補助してきており、2021年
度末の累計は568件、2，745.47ｋW。
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綾部市の再生可能エネルギーポテンシャル

• 綾部市の再生可能エネルギーのポテンシャルは、最大年間18億596万kWh/年。太陽光発
電、風力（陸上）発電のポテンシャルがその大部分。
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（既存の発電量を含む）
綾部市への導入にあたってのポイント・方向性

太陽光発
電

<家庭用>
504万kWh/年
<産業用>
3,086万kWh/年

建物系：30,263万kWh/年
土地系：62,903万kWh/年

＜家庭用＞
• 綾部市は戸建住宅の割合が比較的高いが、太陽光発電パネルの導入率は全国平均よりも低い。
パネル設置不可能な急角度の屋根の古民家も多いが、薄膜型の太陽光電池の開発も進むこと
から、導入の可能性あり。

＜産業用＞
• パネル設置可能な農地等が多く存在しており、関係者への丁寧な調整等を前提にしたソーラー
シェアリングをはじめ、域内エネルギーマネジメント体制の構築やPPA活用等、導入の可能性あり。

水力発電
294万kWh/年
（推計値）

河川：640万kWh/年
• 現状では、必要な流量・流速が確保できる河川が少なく、ポテンシャルは僅少だが、市内には複数
の河川があり、発電設備の技術開発やコスト次第では将来的な導入の可能性あり。

風力発電 ― 陸上：84,135万kWh/年
• ポテンシャルは高いが、騒音問題や自然環境への影響について丁寧な住民説明が不可欠であり、
今後の技術開発やコスト次第では、住民合意等を前提に、将来的な導入の可能性あり。

バイオマス
発電

―
木質系：2,084万kWh/年
メタン発酵系：572万kWh/年

＜木質系＞
• 綾部市は森林が市域の8割近くを占め、潜在的なポテンシャルは高いが、急峻な山も多く、森林
管理の担い手等も不足し、安定的なバイオマス資源の確保が課題。今後、森林環境譲与税の
活用や広域連携等による資源確保、コスト低減など課題解決が進めば、将来的な導入の可能
性あり。

＜メタン発酵系＞
• 食品廃棄物や下水処理汚泥などを活用したバイオマス発電については、現状では事業性を確保
できる規模ではないため、今後、発電施設の技術開発やコスト低減など技術革新が進めば、導入
の可能性あり。

合計 180,596万kWh/年



公共施設への再生可能エネルギーの導入に向けて

• 綾部市の公共施設への再エネ導入実績は５施設約50ｋW。
• 令和３年度に避難所等５２施設への再エネ導入可能性調査。
⇒屋根の強度不足、屋根の防水工事やメンテナンスが必要な状況が判明。
⇒当面、新設施設への設置を進める。既存施設への太陽光パネル整備手法（防水工事・修
繕財源・整備時期、PPA活用等）は別途検討。

• 地域脱炭素ロードマップで示されている2030年度までに５０％の公共施設への太陽光発
電設備整備は実現可能？・・・

• 新設施設は経産省補助金を活用し、令和４年度里山交流研修センターへの太陽光パネル
整備中（２４ｋW）、令和５年度駅北複合施設への太陽光パネル設置予定（８０ｋW）

駅北複合施設：令和５年度整備予定里山交流研修センター：令和４年度整備中
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公共施設への省エネルギー設備の導入に向けて
• 綾部市の公共施設の省エネルギー整備の現状は、既決予算の範囲内での照明LED化、空
調故障時に更新程度。水銀灯、蛍光灯の在庫枯渇後に慌てる可能性大。（施設の状況を把
握していない所管課も？・・・）

• 綾部市公共施設等総合管理計画の施設延べ床面積約18万㎡（令和3年度末）、他に道路
照明、都市公園照明も。

• 照明LED化、空調更新にあわせた高効率化、高騰し続けるエネルギー費用の低減など、施
設所管課の意向と、ゼロカーボン施策をマッチングさせて、計画的に公共施設の省エネ化を
進める必要あり。

• 環境企画課創設（令和３年）当初、館内照明の３割が点灯しない状態となっていた綾部市
総合運動公園の照明LED化について、試験的なESCO導入に向けて文化・スポーツ振興課
と調整、財政・理事者に説明。令和４年度に綾部市で初めてのESCOによる照明LED化等
整備。
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綾部市総合運動公園体育館：令和４年度LED化等整備



公共施設の脱炭素化に向けて

【課題】
• ２年目の小規模組織のため専門職員が不在でノウハウの蓄積が無い。（環境企画課職員：
課長、担当長、担当、会計年度任用職員の４人、他の環境政策、市民団体事務局等も所管）

• 施設所管課とのゼロカーボンへの温度差から、庁内調整が困難。（施設所管課の懸念：太
陽光パネル設置後の雨漏り、故障対応など、施設への悪影響等を誰が責任持つ？・・・）

• ESCO、PPAの効果的な活用方法。（全庁的な職員削減の中、民活以外の手法は困難だが
ベストな手法は？地域内でのエネルギー還流の手法は？・・・）

• 自主財源も含めた費用。（パネルを載せる前に屋根の防水メンテナンス必要、ソーラーカー
ポートの建築部分は補助対象外、リース方式では過疎債等の起債充当不可など・・・）

【ゼロカーボン担当課として検討中】
• 全庁的な取組とするため市長をトップに全部長を委員としたゼロカーボン推進会議を設置
予定。（この組織を起点に省エネ・再エネに向けた全庁的なオーソライズを進めたい・・・）

• 令和4年度に脱炭素ロードマップ策定、令和５年度に再エネゾーニング調査（促進区域）、
地球温暖化実行計画、環境基本計画の策定を予定。

• 令和６年度から環境省の重点対策加速化交付金事業の活用を検討中。（民間への補助も
包含した計画とした場合、補助期間の５年終了後の財源手当てが課題・・・）
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